
令和４年度 文教厚生委員会活動報告書【最終報告】 

 

 

１．活動テーマ（重点調査事項）   

・学校教育環境について 

（通学路の安全点検、学校備品、不登校の児童生徒、ＩＣＴを活用した授業、学校施設(校庭)

の暗渠工事） 

 ・新型コロナワクチン接種について 

２．そのほか委員会で取り上げたいとして計画書に掲げた調査事項 

 ・公立保育所から民間保育所への移行について 

 ・（仮称）柴田町総合体育館建設の進捗状況について 

 ・生涯学習施設の指定管理の状況について 

 ・健康ポイント事業の改善について 

３．活動実績 

○所管事務調査 

１）令和４年５月１３日（木）、１４日（金） 

① 各課・所における事務事業の内容及び執行状況について 

② 今年度重点事業について 

２）令和４年６月１６日（木） 

 ① 町内小中学校のＩＣＴを活用した授業について（現地調査） 

 ② 児童福祉施設ＩＣＴシステムの活用状況について 

３）令和４年８月４日（月）、６日（水） 

 ① 小学校通学路の安全点検について（現地視察） 

４）令和４年１１月１７日（木） 

 ① 柴田町給食センターの管理運営状況について（現地調査） 

② 船岡中学校テニスコート改修工事（現地調査） 

③ 東船岡小学校校庭整備工事（現地調査） 

④ 子ども家庭総合支援拠点の事業概要と相談支援等の状況について 

５）令和５年１月１０日（火）、１１日（水） 

 ① 宮城県南総合プールについて（行政視察） 

   ・管理運営状況 ・町民の利用状況 ・今後の課題 

② 槻木体育館の管理運営状況について（現地調査） 

③ 保育施設の利用認定及び待機児童、きょうだい通園の現状について 

 

※調査結果は別紙一覧表のとおり 

○団体懇談会 令和４年８月３日（水） 

・対 象 団 体：町内学校長会（各中学校校長）、柴田町教育委員会教育長 計４名 

・懇談テーマ：① 生徒が通学する際の危険個所について 

② 働き方改革にどのように取り組んでいるか 

③ その他町に求めるもの 

４．委員会としての現時点での成果及び反省 

委員による子ども目線での通学路安全点検の実施や、先進地視察などを踏まえて「通学路の安全対

策についての提言書」をまとめることができた。また、小中学校の校長先生と通学路の安全点検につ

いて懇談を実施することができた。なお、先進地視察研修の事例で紹介された「タブレット等による

児童自らの通学路安全点検」については、今後、次期委員会として安全性や実施方法などを調査・研

究されたい。 

令和３・４年度は、その他にも取り上げたい項目として掲げた「公立保育所から民間保育所への移

行について」も調査する予定であったが、新型コロナウイルス感染症による給付事業や保育所での新

型コロナウイルス感染症の感染拡大への対応により、所管課が事業を進めることができなかったた

め、残念ながら調査の実施には至らなかった。 



文教厚生常任委員会 所管事務調査結果一覧表（令和４年度） 

調査日 調査所管課 調査結果内容 

５月１２日（木） 

１３日（金） 

福 祉 課 ○ 柴田町地域福祉センターのデイサービスセンターについ

ては、㈳柴田町社会福祉協議会と協議し、早めに方向性を

決めること。 

○ 地域包括ケアシステムの構築については、町の動きが見え

ない。システムの構築には、２０２５年に向けて速やかに

取り組むこと。 

スポーツ振興課 ○ 人を集めて行う事業については、コロナ禍での感染対策を

考慮した上で、事業の実施に向けて検討すること。 

子 ど も 家 庭 課 ○ 公立保育所の民間への移行について検討を進められたい。 

健 康 推 進 課 ○ 健康ポイントの記念品については、選択の幅を広げるこ

と。 

○ 子どもの弱視対策については、令和５年度から実施できる

よう しっかりと準備を進めること。 

教 育 総 務 課 ○ 新学校給食センターの基本計画策定に向けて準備が始ま

っているが、建設候補地等を早めに検討しておくこと。 

生 涯 学 習 課 特になし 

６月１６日（木） 教 育 総 務 課 ○ ＩＣＴを活用した授業では、Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋの突発

的なトラブルや通信回線が不安定になるトラブルなど、問

題のあることは国や県などと情報を共有すること。 

○ 町内の小中学校には、電子黒板がほとんど設置されてい

る。しかし、槻木中学校では、体育館など一部の教室に電

子黒板が設置されていない。ＩＣＴを活用した授業を進め

る中で、さらに必要とされるケースもあることから、各学

校の必要状況を確認し対処されたい。 

子 ど も 家 庭 課 ○ 昨年導入した子育て支援システムについては、各児童福祉

施設において活用が図られているが、より効率的にデジタ

ル管理が行えるよう、タブレット端末にオフィスソフトの

導入を進められたい。 

７月４日（月） 

  ６日（水） 

教 育 総 務 課 町内６小学校の通学路について、児童の登校時間帯に児童

の視点から安全点検を実施した。その結果、児童の安全対策

の観点から、以下の点について関係機関等と協議、連携し改

善を図られたい。 

（１）西住小学校 

① 令和３年１１月に実施した調査で指摘した、町道大住１

号線と町道大住８号線との交差点付近にあるＵ字溝開口

部については、未対応となっている。大雨のシーズンに

は、危険性が高まることから速やかな対応が望まれる。 

② 町道大住１号線と町道大住８号線の交差点では、町道大

住８号線から進入する際に、歩道の安全柵に注意看板が

設置されていることで児童の視認性が悪くなっている。

看板については、その必要性を確認し対処されたい。 

（２）東船岡小学校 

町道上名生３０号線については、道路の白線が消えてい
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るため路側帯が不明確となっている。児童の安全確保から

も、歩行に必要な路側幅を確保し早急な対応を求める。 

（３）船迫小学校 

若葉町と新生町の通学路については、道路の白線の一部

又は全部がない箇所がある。児童の安全確保から、片側だ

けでも歩行に必要な路側幅を確保するなど工夫し対応され

たい。 

（４）槻木小学校 

① ケアホーム槻木前の道路にある蓋のある側溝には、道路

の沈下による段差が生じている。通学時の安全確保から

も早急に対処されたい。 

② 東北本線に架かる跨線歩道橋の槻木駅西側にある交差

点はカラー交差点になったが、駅の近くでありスピード

を出す車が多い。更に安全を確保するためには、車のス

ピードを減速させるための対策を講じていただきたい。 

１１月１７日（木） 教 育 総 務 課 ○ 工事に対する安全対策は、車両の誘導員の配置や安全柵の

設置等、十分になされていた。工事に伴う授業への騒音対

策としては、土・日曜日に作業を行う等の説明を受け、児

童生徒への配慮が見られた。 

子 ど も 家 庭 課 ○ 「しつけと称する虐待は犯罪です」との観点から、子ども

家庭総合支援拠点事業の概要等を確認し、委員からは次の

ような意見が出された。 

① 多岐に亘る相談に良く対応されている 

② 周りの大人が、子どものいつもと違う変化への気づき

が大事 

③ これから、相談件数が増える可能性が大きい 

④ コロナ禍により家庭にいる時間が増えたことで、家庭

内の問題も増えた 

以上、このようなことから大変な業務であり、業務の遂行

にあたっては、従事する職員の健康に留意されたい。 

１月１０日（火） 

  １１日（水） 

子 ど も 家 庭 課 ○ きょうだい通園で別々の施設に通っている数件の事例は

あるものの、保護者が了承しており特に問題はなかった。 

スポーツ振興課 ○ 槻木体育館は、耐震が不十分となっている。多数の団体・

利用者がスムーズに代替施設へ移行できるよう努められた

い。 

宮城県南総合プール ○ 行政視察の内容について、以下のとおり情報共有する。 

・プールについては、令和５年３月末までに工事完了し、

令和５年４月から再開する見込みである 

・再開にあたっては、スポーツ振興課と連携して周知に努

めるとのこと 

・令和５年度天井の補修を実施する予定 

・当該施設の改修工事等に伴う町の負担増はない 


